





















注解｣手稿本を発見、1 5 0 5年に出版してから、独自の新
約聖書ギリシャ語原典校訂版とそのラテン語訳を志すよ
うになったのである。1 5 1 3年7月1 1日付のコレット宛書
簡を見ると、この時既に本文の校合を終えたことを知ら
せている。実に速い仕事である。1 5 1 6年、当時印刷と出版
の中心地であったバーゼルのフローベン書店から世界で
始めての新約聖書ギリシャ語印刷本を出版するに至るの
である。この初版本にエラスムスは、Nov u mI n s t r u men t u m































し、1 5 1 9年には第２版を出版するに至る。表題も初版の
Novum InstrumentumからNovum Testamentumと変更さ










編集に着手していた。Compultensian Polygl o tt（ラテン語
でC o m p l u t um）として有名な聖書である。1 5 1 4年までに
はその一部が印刷に付されていたし、他のものも３年以
内に完成したのであるが、教皇庁の認可が得られず、公












また、本文の後につけられた A n n o t a t i o（あるいは












図書館には京都の臨川書店から1 9 8 9年に出版されたこの
本の復刻版も所蔵されていることを付記しておく。
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